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望
ま
れ
る
都
市
基
盤
の
整
備

　
市
で
は
昨
年
、
「
く
ら
し
に
関
す
る
市
民
意
識
」
に
つ
い

て
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
こ
の
程
、

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
約
八
割
の
人

が
、
本
市
を
住
み
よ
い
ま
ち
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

市
へ
の
要
望
で
は
、
都
市
基
盤
の
整
備
や
福
祉
施
策
に
対
す

る
期
待
が
多
い
こ
と
が
。
分
か
り
ま
し
た
。

▲市政モニターの集い（S62．5.9）

　
今
回
の
調
査
は
、
市
政
の
一
層

の
充
実
を
図
る
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
日
ご
ろ
抱
い
て
お
ら
れ
る

本
市
の
都
市
像
や
、
４
近
な
要

望
事
項
を
把
握
す
る
た
め
に
行
い

ま
し
た
。

　
対
象
は
、
選
挙
人
名
簿
の
中
か

ら
年
代
・
性
別
・
地
域
を
考
慮
し

無
作
為
に
抽
出
し
た
六
十
二
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
百
九
十
八
人
に
お

願
い
し
ま
し
た
。
回
答
者
は
百
六

十
七
人
、
回
収
率
は
八
四
・
三
％

で
し
た
。

　
次
ｆ
ｙ
「
宇
治
市
は
住
み
よ
い
ま

ち
だ
と
思
い
ま
す
か
」
を
伺
い
ま

し
た
。
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
庄

み
よ
い
」
が
最
も
多
く
九
十
九
人

（
五
八
・
六
％
）
、
「
住
み
よ
い
」
が

三
十
一
人
（
一
八
・
三
％
）
で
両
方

合
わ
せ
る
と
約
八
割
近
い
人
が
住

み
よ
い
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
住
み
に
く
い
と
感
じ
て

い
る
人
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

住
み
に
く
い
」
が
二
十
三
人
（
一

三
・
六
％
）
、
「
住
み
に
く
い
」
が

三
人
（
丁
八
％
）
で
、
合
わ
せ
て

も
二
割
弱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
今
回
の
調
査
と
五
年

前
（
昭
和
五
十
七
年
）
の
調
査
と
を

比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
（
右
下
表

参
照
）
。
こ
の
結
果
を
見
る
と
、
五

年
前
の
調
査
時
に
比
べ
、
「
住
み
よ

い
」
と
い
シ
人
が
五
・
三
％
増
え
、

反
対
に
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
庄

み
に
く
い
」
と
い
ラ
人
が
七
、
・
二

％
減
っ
て
い
未
丁
。

　
全
体
と
し
て
、
良
好
な
居
住
環

境
と
感
じ
て
い
る
人
が
、
若
干
増

え
て
来
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
言

え
ま
す
。

　
期
待
度
の
ト
ッ
プ
は

　
”
福
祉
の
充
実
を
”

　
次
に
、
市
で
は
「
宇
治
市
第
二

次
総
合
計
画
」
を
指
針
と
し
て
、

昭
和
七
十
年
を
展
望
し
た
個
性
豊

か
な
都
市
像
に
向
か
っ
て
行
政
施

100

暮らしに間する市民意識調査

昭和57年

査
　
回
査

調
　
今
調

策
夕
通
め
て
い
求
ふ
、
ど
の
よ

う
な
内
容
に
つ
い
て
期
待
度
が
高

い
の
か
、
複
数
回
答
で
尋
ね
て
み

ま
し
た
。
結
果
は
、
期
待
度
の
順

位
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
第
一

位
に
三
点
、
第
二
位
に
二
点
、
第

三
位
に
一
点
の
配
点
を
し
て
、
得

点
数
の
多
い
順
に
並
べ
て
み
ま
し

た
。
（
左
表
参
照
）
。

　
期
待
度
の
ト
″
プ
は
「
福
祉
の

充
実
」
で
、
以
下
「
下
水
道
１
　
「
道

路
」
「
公
共
交
通
」
と
続
い
て
い
ま

す
。
全
般
的
に
み
て
、
都
市
基
盤

の
整
備
や
福
祉
施
策
に
対
す
る
期

待
度
が
高
い
こ
と
が
１
　
　
ぶ
わ
れ

孚
。

　
市
で
は
、
今
回
の
調
査
結
果
を

十
分
参
考
に
し
て
、
今
後
、
一
層

住
み
よ
い
都
市
を
目
指
し
て
、
諸

施
策
の
実
現
に
全
力
を
傾
け
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福祉の充実

下水道の整備

道路の整備

公共交通の充実

公園緑地の推逡

市街地S備の推il

教育のS備充実

災　害　対　策

≫ 礎・医療

公害の防止

河川排水路の塵備

消費者保護施策

文化・スポーツ

ゴ　ミ　処　理

中小商工業の育成

コミュニティー活is

農林茶業の育成

公営住宅の建設

自
治
功
労
者
な
ど
表
彰

　
三
月
一
日
は
、
三
十
七
回
目

の
市
制
施
行
記
念
日
で
す
。
本

市
は
昭
和
二
士
〈
年
に
誕
生
。

人
口
も
十
七
万
人
を
超
え
、
府

南
部
の
中
核
都
市
と
し
て
着
実

に
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
本
日
、
市
政

功
労
者
へ
の
表
彰
式
が
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
表
彰
と

感
謝
状
か
畳
け
ら
れ
る
の
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
）
。

　
▽
自
治
功
労
者
・
・
・
西
川
益
造
、

水
田
笑
、
井
内
キ
ミ
エ
、
宮
林

荘
司
、
岡
本
肖
、
角
田
秦
夫
▽

市
政
施
行
記
念
日
に
（
３
月
１
日
）

優
良
納
税
貯
蓄
組
合
長
・
組
合

…
長
谷
川
和
子
、
山
花
忠
次
郎
、

上
村
・
大
工
町
・
向
島
各
納
税

貯
蓄
組
合
▽
永
年
勤
続
職
員
＝
・

池
田
正
彦
ほ
か
二
十
九
名
。

　
▽
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
＝
・
片
上
哲
也
、
辻
四
郎

▽
土
地
買
収
評
価
委
員
・
：
瀬
ロ

純
写
奨
学
資
金
評
議
委
員
…

川
田
平
八
郎
▽
学
校
薬
剤
師
・
：

中
井
義
賢
》
社
会
教
育
委
員
・
：

栗
田
修
、
丸
野
清
三
マ
体
育
指

導
委
員
・
：
西
村
宏
マ
公
民
館
運

営
審
議
会
委
員
・
：
小
坂
恵
美
子

マ
民
生
児
童
委
員
・
：
植
村
房
夫
、

乾
捨
三
、
林
福
三
、
北
川
イ
ト
、

井
上
治
雄
、
前
田
正
義
、
川
口
英

子
、
八
木
正
之
、
原
利
男
、
長
谷

川
ヨ
シ
、
樺
木
新
二
、
渡
辺
忠
雄
、

藤
井
悦
子
、
広
井
八
重
子
、
矢
田

武
子
、
高
木
芳
久
、
西
田
和
代
、

松
原
薫
、
中
島
常
幸
、
太
田
利
博
、

渋
谷
忠
一
、
上
野
邦
雄
▽
町
内
・

自
治
会
長
・
：
南
谷
行
雄
、
西
川

善
通
、
笠
嶋
教
瑞
、
久
世
谷
幸
男
、

吉
岡
春
雄
、
道
端
涯
号
教
職

員
・
：
屋
敷
み
ち
ほ
か
九
名
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
秘
書
課
）

825

市スポーツ賞の表彰

３月１日

　
昭
和
六
十
二
年
｛
ｆ
治
市
ス
ポ

ー
ツ
賞
の
表
彰
式
が
、
三
月
一

日
に
中
央
公
民
館
で
市
政
功
労

者
の
表
彰
と
併
せ
て
行
わ
れ
ま

す
。
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
そ
の

要
綱
に
基
づ
き
、
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
た

人
や
団
体
に
授
け
ら
れ
ま
す
。

　
受
賞
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で

す
。
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
。

　
▽
優
秀
選
手
・
・
・
・
安
宅
あ
か

ね
＝
第
１
回
全
国
女
子
ウ
ェ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

6
7
・
５
ｋ
級
優
勝
・
角
留
三
奈

＝
第
１
回
全
国
女
子
ウ
ェ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
命
一
5
6

に
回
忌
蒔
・
小
野
靖
彦
＝
第
６

回
全
国
高
校
長
距
離
競
走
大
会

男
子
一
万
μ
二
位
・
小
泉
円
＝

第
1
3
回
内
閣
総
理
大
臣
杯
全
日

本
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
4
8
に
回
昼

勝
・
塩
田
浩
一
＝
第
８
回
全
日

本
社
会
人
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
選
手
権
大
会
男
子
フ
リ

Ｉ
ス
タ
イ
ル
優
勝
・
西
川
智
之

＝
第
２
回
全
国
高
校
ウ
ェ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
抜
大
会
9
0
㎏

級
優
勝
、
6
2
年
度
全
国
高
校
総

体
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
Ｖ
ン
グ
8
2

・
５
㎏
級
優
勝
・
西
山
浩
司
＝

第
4
2
回
国
体
秋
里
入
会
ウ
ェ
イ

ト
リ
フ
テ
″
ン
グ
成
年
男
子
8
2

・
５
㎏
級
優
勝
・
早
狩
実
紀
＝

第
1
4
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
女
子
八
百
む
優

勝
、
第
1
8
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
″
ク
陸
上
競
技
選
手
権
大
必
一

女
子
千
五
百
む
優
勝
・
三
浦
国

宏
＝
第
5
7
回
全
日
太
ア
マ
チ
ュ

ア
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
フ

イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
優
勝
。

　
▽
優
秀
団
体
・
・
・
・
宇
治
高
等

学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
1
6
2
年

度
全
国
高
校
総
体
女
子
ソ
フ
ト

ポ
ー
ル
ニ
位
。
（
市
民
体
育
課
）

市
道
下
居
大
久
保
線
造
成
工
事
始
ま
る

ト
急
ピ
ッ
チ
で
す
す
む
造
成
工
事
（
２
月
2
2
日
）

　
陸
上
白
衛
隊
に

　
　
　
　
協
力
を
依
頼

　
京
都
国
埜
釜
大
会
の
メ
イ
ン

会
場
に
な
る
府
立
山
城
総
合
運
動

公
園
（
太
陽
が
丘
）
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
と
し
て
建
設
す
る
市
道
下
居

大
久
保
線
（
宇
治
琵
琶
１
広
野
町

間
二
・
八
六
べ
幅
土
ハ
μ
）
の

内
、
宇
治
大
谷
ｉ
尖
山
付
近
の
道

路
工
事
が
、
陸
上
自
衛
隊
に
よ
っ

て
先
月
十
五
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　
こ
の
工
事
は
、
夏
季
国
体
（
九

月
四
日
）
ま
で
に
暫
定
供
用
さ
せ

る
た
め
、
工
程
・
機
動
力
・
事
業

費
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
自

衛
隊
大
久
保
駐
屯
地
に
依
頼
し
た

も
の
で
、
延
長
約
八
百
む
、
幅
員

土
ハ
μ
の
切
盛
土
工
を
施
工
し
ま

す
。
そ
の
後
、
業
者
に
よ
位
舗
装

工
事
な
ど
を
行
い
、
八
月
末
に
は

供
用
開
始
。
こ
の
区
間
延
長
に
よ

り
、
同
時
に
工
事
が
計
画
さ
れ
て

い
る
城
陽
宇
治
線
と
接
続
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
市
道
下
居
大
久
保
線
は

宇
治
白
川
線
（
宇
治
琵
琶
）
か
ら
分

岐
し
、
大
久
保
小
学
校
付
近
で
府

道
新
宇
治
淀
線
に
接
続
す
る
都
市

計
画
道
路
で
、
今
後
、
全
線
開
通

舎
日
指
し
取
り
組
み
を
図
っ
て
行

去
ま
チ
。
　
　
（
都
市
計
画
課
）

市営茶室

対鳳庵が開席

☆３月１日～11月30日

☆午前10時～午後４時

☆一席350円

住みよいまちが8割

62年度市政モニターアンケート結果から

問い合せ観光セ
ンター電話233334
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国保運営協議会から改定の答申

平均3.3％の引き上げ

国
保
料

医
療
費
適
正
化
の
付
帯
意
見
も

　
二
月
四
日
團
、
宇
治
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
片
上
哲
也

会
長
）
が
、
池
本
市
長
に
対
し
、
昭
和
六
十
三
年
度
国
民
健
康
保
険
料

の
平
均
三
・
三
％
引
き
上
げ
を
答
申
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
答
申
内
容
や
財
政
・
保
険
料
・
医
療
費
の

状
況
な
ど
、
市
の
国
保
事
業
を
取
り
巻
く
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
構
造
的
赤
字
要
因
が

　
財
政
を
圧
迫

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、

非
常
に
困
難
な
状
況
で
す
。
国
保

は
自
営
業
や
農
業
、
ま
た
小
規
模

事
業
所
の
従
業
員
、
年
金
生
活
者

な
ど
の
健
康
を
守
る
地
域
保
険
制

度
と
し
て
、
重
要
な
役
目
を
果
た

し
て
い
毒
司

　
し
ぶ
し
、
加
入
者
に
は
お
年
寄

り
や
低
所
得
層
が
多
く
、
医
療
費

が
膨
ら
Ｕ
半
面
、
保
険
料
収
入
が

少
な
い
と
い
う
構
造
的
問
題
か
丙

包
。
し
ぶ
も
、
医
療
施
設
の
増
加

や
医
学
の
進
歩
に
伴
う
医
療
費
の保険料は、医療費支払いの大切な財源。

日ごろから健康に注意しましよう。

高
騰
、
五
十
九
年
の
制
度
改
革
に

よ
る
国
庫
補
助
率
の
削
減
な
ど
で

国
保
財
政
は
悪
化
し
、
一
時
は
累

積
赤
字
が
四
億
円
を
越
す
ま
で
に

至
り
ま
し
た
。

　
6
2
年
度
は

　
　
　
黒
字
の
見
込
み

　
そ
こ
で
本
市
で
は
、
国
保
事
業

健
全
化
の
た
め
、
こ
の
数
年
間
市

〈改正後〉

据え置き

15,400円

26,400円

39万円

保険料についての答申

〈現行〉

9.2％

14,900円･

25,400円

37万円

①所得割率

②均等割額

③平等割額

　賦課限度額

答申に基く料率での保険料(計算例)

民
の
皆
さ
ん
や
市
議
会
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
種
々
の
取
り
組
み

を
進
め
て
来
ま
し
た
（
①
医
療
費

適
正
化
対
策
＝
レ
セ
プ
ト
〈
医
療

機
関
か
ら
の
医
療
費
請
求
明
細
〉

点
検
、
医
療
費
通
知
書
の
発
送
、
医

療
機
関
と
の
協
議
②
収
納
率
向
上

対
策
＝
納
付
指
導
の
強
化
、
夜
間
・

休
日
の
徴
収
③
市
議
会
の
取
り
組

み
＝
府
へ
病
床
数
聚
増
や
さ
な
い

旨
を
要
望
、
医
師
会
と
の
協
議
④

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
金
増

額
⑤
国
保
制
度
の
改
善
・
充
実
並

び
に
国
庫
金
や
補
助
金
の
増
額
な

ど
に
つ
い
て
の
国
や
府
へ
の
働
き

か
け
）
。

　
こ
ラ
し
た
努
力
の
中
で
、
六
十

・
六
十
一
両
年
度
は
実
質
的
な

収
支
で
単
年
度
黒
字
に
。
ま
た
、

六
十
二
年
度
も
単
年
度
で
約
一
億

　４人家族〈自営業〉、(年間所得200万円の場合)

九
千
万
円
の
黒
字
見
込
み
（
十
二

月
末
現
在
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
依
然
と
し
て

　
　
　
　
高
い
医
療
費

　
乱
し
、
依
然
と
し
て
六
十
二

年
度
末
座
億
六
千
万
円
の
累
積

赤
字
か
あ
り
ま
す
。
レ
か
も
一
八
十

二
年
度
は
、
国
か
ら
の
特
別
交
付

金
（
単
年
度
限
り
）
や
、
老
人
医
療

費
拠
出
金
の
算
定
方
式
が
穿
更
さ

れ
て
、
国
保
会
計
に
有
利
に
な
っ

た
こ
と
な
芦
ぷ
主
な
黒
字
要
因
で

す
。
ま
た
、
医
療
費
は
対
前
年
度

伸
び
率
が
従
来
よ
り
低
ぐ
な
っ
た

も
の
の
、
老
健
分
（
老
人
保
健
法

適
用
分
エ
ギ
歳
以
上
の
老
人
、

六
十
五
一
七
十
歳
未
満
の
寝
た
き

り
参
人
等
）
で
は
九
％
、
老
健
以

外
分
で
は
七
・
五
％
上
昇
の
見
込

み
で
す
。

　
更
に
、
本
市
国
保
加
入
者
の
一

人
当
た
り
医
療
費
は
全
国
平
均
を

大
弓
主
回
り
、
し
か
も
医
療
費

支
出
の
高
い
お
年
寄
ひ
が
増
え
る

　①所得割

　　　(200万円－28万円)×9.2％= 158,240円
　　　　　　　基礎控除

　②均等割

　　　15,400円×４人＝61,600円

　

　　　　　　　　合計246,240円

(給与の場合は,給与控除後の額で計算します｡)

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

医
療
費
が
他
市
町
村

並
み
に
下
が
ら
な
け

れ
ば
、
国
保
財
政
が

好
転
し
て
い
る
と
は

言
い
切
れ
な
い
わ
け

で
す
。

　
単
年
度
赤
字

　
回
避
へ
努
力

　
以
上
の
現
状
か
踏

ま
え
て
六
十
三
年
度

の
財
政
収
支
を
予
測

す
れ
ば
、
現
行
の
保

険
料
率
を
据
え
置
い

上手な

お医者さんへの

　かかり方

た
場
合
、
約
七
千
万
円
の
単
年
度

赤
字
に
な
る
見
通
し
で
す
。

　
し
ぶ
も
こ
れ
は
、
新
年
度
か
ら

予
定
さ
れ
て
い
る
国
保
制
度
改
革

案
に
よ
る
プ
ラ
ス
要
素
や
収
納
率

向
上
対
策
、
医
療
費
適
正
化
対
策

の
取
り
組
み
な
ど
を
前
提
に
し
て

い
未
了
。

　
現
行
の
保
険
料
率
を
据
え
置
い

た
ま
ま
事
業
を
運
営
す
れ
ば
、
累

積
赤
字
は
再
び
二
億
三
千
万
円
を

超
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
◇
　
◇
　
◇

　
そ
こ
で
市
で
は
、
本
市
国
保
を

取
り
聾
ぐ
こ
の
よ
シ
な
状
況
m

ま
え
、
六
十
三
年
度
の
保
険
料
率

の
在
り
方
な
ど
、
事
業
運
営
に
つ

い
て
国
保
運
営
協
議
会
に
諮
問
。

慎
重
な
審
議
の
結
果
、
本
市
の
保

険
料
が
六
十
一
年
度
匹
人
当
た

り
五
万
九
千
四
十
一
円
と
、
府
平

均
や
全
国
平
均
ｔ
面
っ
て
い
る

も
の
の
、
ふ
礒
の
円
滑
な
事
業
運

営
の
た
め
に
は
、
一
定
の
保
険
料

引
唇
上
げ
も
や
む
を
得
な
い
と
判

断
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
保
険
料
に
つ
い
て
の
答
申
は
上

の
表
の
と
お
り
で
、
平
均
で
三
・
三

刄
の
引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
答
申
は
、
国
保
財
政
健
全

化
の
た
め
の
負
担
鷺
仮
保
険
者
だ

け
に
求
め
る
の
で
な
ぐ
、
付
帯
意

見
と
し
て
①
医
療
費
の
適
正
化
②

収
納
率
の
向
上
③
被
保
険
者
へ
の

啓
発
④
国
や
府
へ
の
働
き
か
け

⑤
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
増

⑥
保
健
予
防
活
動
の
充
実
⑦
事
務

の
強
化
１
に
つ
い
て
、
要
望
し
て

い
ま
す
。

　
医
療
費
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
節
約
出
来
毒
了
。

▽
医
師
に
見
て
も
ら
つ
時
に
は
、

　
必
ず
保
険
証
の
提
示
欠
持

　
参
し
な
い
で
診
療
を
営
け
る

　
と
、
全
額
自
己
負
担
に
な
る

　
こ
と
も
あ
り
未
了
。

▽
急
病
で
な
い
限
り
、
診
療
時

　
間
内
に
受
診
鴛
時
間
外
や

　
深
夜
・
休
日
は
、
割
増
料
金

　
に
な
り
未
了
。

▽
同
じ
病
気
で
、
医
師
を
転
々

質
問
1

　
6
2
年
度
は
黒
字
な
の
に
、

ど
う
し
て
6
3
年
度
は
赤
字
に

な
る
の
で
す
か
。

　
六
十
二
年
度
の
決
算
見
込
み

は
、
医
療
費
や
国
庫
金
収
入
な

ど
の
面
で
ま
だ
不
確
定
要
素
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
単
年
度

で
約
一
億
九
千
万
円
の
黒
字
が

見
込
次
れ
ま
す
。
累
積
赤
字
も

前
年
度
末
の
約
三
億
五
千
万
円

か
ら
約
一
億
六
千
万
円
に
減
少

す
る
見
込
み
で
す
。

　
単
年
度
黒
字
の
要
因
と
し
て

は
、
①
特
別
交
付
金
が
六
十
二

年
度
で
臨
時
交
付
さ
れ
る
（
退

職
者
医
療
制
度
の
発
足
に
伴
う

国
庫
補
助
金
削
減
の
マ
イ
ナ
ス

影
響
な
ど
の
未
補
て
ん
分
）
②

保
険
料
収
納
率
の
向
上
③
老
健

法
改
正
に
伴
念
雇
医
療
費
拠

出
金
負
担
の
減
少
④
医
療
費
全

体
の
伸
び
率
が
鈍
化
。
特
に
単

年
度
の
財
政
収
支
に
影
響
の
大

き
い
若
年
層
の
伸
び
率
が
低
く

見
込
め
る
Ｉ
な
ど
が
考
又
ら
れ

と
変
え
る
の
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
同
じ
よ
シ
な
診
察
、
処
置
、

投
薬
奮
貿
尨
す
こ
と
に
な

り
、
医
原
費
も
二
倍
、
三
倍

に
跳
ね
上
が
り
未
丁
。

▽
診
療
は
医
師
の
指
示
に
従
い
、

　
む
や
み
に
薬
夕
欲
し
が
る
の

　
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
市
が
行
シ
各
種
検
診
な
ど
を

　
積
極
的
に
受
け
、
病
気
の
早

　
期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め

　
ま
し
ょ
う
。

ま
す
。

　
こ
の
ぷ
つ
に
、
六
十
二
年
度

は
事
業
努
力
と
制
度
改
正
、
国

庫
金
の
導
入
な
ど
で
、
財
政
収

支
は
好
転
が
見
込
次
な
予
。

そ
れ
で
は
、
六
十
三
年
度
は
ど

う
で
し
ょ
ラ
か
。

　
六
十
三
年
度
に
つ
い
て
、
保

険
料
を
据
え
置
い
た
状
態
で
収

支
予
測
を
立
て
る
と
、
①
医
療

費
の
伸
び
は
鈍
化
し
て
い
る
も

の
の
、
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

予
定
な
ど
で
老
健
以
外
分
に
つ

い
て
は
約
七
％
の
伸
び
と
推
計

さ
れ
る
②
老
健
拠
出
金
の
六
十

一
年
度
精
算
が
約
一
億
円
発
生

す
る
③
六
十
二
年
度
の
よ
シ
な

国
庫
金
の
臨
時
財
政
措
置
は
な

い
Ｉ
な
ど
で
、
収
納
率
向
上
対

策
や
医
療
費
適
正
化
対
策
の
効

果
、
国
の
制
度
改
革
に
よ
る
メ

リ
″
ト
分
な
ど
を
考
え
て
も
、

な
お
約
七
千
万
円
の
単
年
度
赤

字
か
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
国
保
財
政
の
仕
組
み
で
は
、

Ｅ
療
費
（
支
出
の
約
九
十
五
％
）

の
支
払
い
は
原
則
と
し
て
、
保

険
料
収
入
と
国
庫
金
で
賄
う
こ

と
に
奄
て
い
毒
了
。
国
庫
金

は
一
定
割
合
に
決
ま
っ
て
い
ま

す
の
で
、
医
療
費
が
増
え
れ
ば

保
険
料
を
据
え
置
い
た
場
合
、

ど
？
し
て
も
赤
字
か
発
生
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
質
問
2

　
　
宇
治
市
の
国
保
会
計
医

　
療
費
は
高
い
と
言
わ
れ
ま

　
す
。
他
市
町
村
と
比
べ
て

　
ど
の
位
高
い
の
で
す
か
。

　
左
上
表
は
府
南
部
六
市
の
比

較
で
す
。
老
健
分
は
南
部
六
市

が
ワ
ー
ス
ト
６
か
独
占
。
本
市

は
一
位
で
、
府
下
市
町
村
平
均

よ
り
約
一
六
％
か
上
回
っ
て
い

未
了
。
老
健
以
外
分
で
は
、
ほ

ぼ
平
均
レ
ベ
ル
で
す
。

　
本
市
と
全
国
平
均
と
の
比
較

（
六
十
年
度
統
計
）
で
は
、
国
保

全
体
で
は
約
三
〇
％
、
特
に
老

健
分
だ
け
を
見
る
と
四
○
％
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
質
問
3
　
　
医
療
費
は
保
険
料
以
外

　
で
は
、
何
で
賄
わ
れ
て
い

　
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
左
下
表
は
、
一
人
当
た
り
保

険
給
付
費
の
負
担
割
合
を
図
示
。

ご
覧
の
ぶ
っ
に
、
加
入
者
が
納

め
る
保
険
料
と
国
庫
金
で
支
払

い
額
の
約
九
〇
％
M
I
め
、
保

険
料
だ
け
で
は
四
〇
％
程
に
加

賄
う
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　;L;｀

　（　）内は府下市町村順位

老　　健　　分 老健以外分

宇治市 731,052円(1位） 123,776円（15位）

京都市 706,788　(2位） 127,799　（6位）

向日市 695,631　(3位） 126,062　(10位）

八幡市 689,961　（4位） 114,714　{26位）

長岡京市 688,132　（5位） 127,332　(7位）

城陽市 645,710　(6位） 125,543　(11位）

府下市町村平均 627,820 123,190

１人当たり保険給付費の負担割合（61年度決算）

　ト保卜険料卜ｨ･
゛55,583円(4H5％)

　　国　庫　金
63,708円(47.6％)

一般会計

操入金

1,815円

(1.3％)

　その他

12,848円
(9.6％)

jい

826

　
現
在
、
通
常
国
会
に
提
案
さ

れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
法
改

正
の
骨
子
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
保
険
基
盤
安
定
制
度
創
設

　
低
所
得
層
を
対
象
に
し
た
保

険
料
軽
減
分
か
基
礎
に
、
国
が

二
分
の
一
、
府
県
と
市
町
村
が

そ
れ
ぞ
れ
四
分
の
一
の
割
合
で

負
担
し
、
国
保
会
計
へ
補
助
す

る
。

②
高
額
医
療
費
共
同
事
業
等
の

　
充
実
強
化

　
保
険
者
の
拠
出
金
だ
け
で
行

っ
て
い
る
現
在
の
事
業
に
つ
い

て
、
府
見
や
国
が
費
用
を
負
担

し
、
内
容
夕
禿
実
さ
せ
る
。

③
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
に

　
対
す
る
国
庫
負
担
率
の
調
整

　
男
行
の
五
五
・
七
％
か
ら
五

二
・
三
％
に
引
き
下
げ
る
。

④
医
療
費
雪

　
ム

　
医
療
費
の
是
正
計
画
夕
進
め

る
。
そ
れ
で
も
全
国
平
均
を
大

幅
に
上
回
る
場
合
は
、
六
十
五

年
度
か
ら
一
定
部
分
に
付
き
、

国
と
共
に
府
県
や
市
町
村
も
負

担
す
る
。

　
こ
の
ぷ
つ
に
、
府
県
や
市
町

村
が
国
保
事
業
に
対
し
て
制
度

的
に
費
用
負
担
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
の
が
、
今
回
の
改
革
案

の
特
徴
。
全
国
レ
ベ
ル
で
は
、
①

国
が
四
百
五
十
億
円
の
負
担
減

②
府
県
が
四
百
四
十
億
円
、
市

町
村
が
二
百
五
十
億
円
の
負
担

発
生
③
国
保
会
計
が
二
百
四
十

億
円
の
負
担
軽
減
‐
と
、
予
測

Ｊ
｛
範
て
い
未
了
。

国保Ｑ＆Ａ

国
保
法
の
改
正
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宇
治
公
民
館
３
月
４
日
～
６
日

小
倉
公
民
館
３
月
1
2
日
・
1
3
日

1
9
日
～
2
1
日

　
宇
治
公
民
館
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
多
く
の
グ
ル
ー
プ
が
、
力

欠
お
せ
て
「
第
三
回
宇
治
公
民

館
ま
つ
り
」
を
開
き
ま
す
。
今
回

は
、
日
ご
ろ
の
例
会
の
様
子
を
見

て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
仲
間
に
な

っ
て
楽
し
ぐ
交
流
を
広
げ
て
も
ら

お
’
？
と
企
画
し
ま
し
た
。

　
同
に
こ
、
小
倉
公
民
館
で
は
、
地

域
の
新
し
い
祭
「
第
七
回
小
倉
公

民
館
ま
つ
り
」
を
開
催
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
、
「
む
チ
ぽ
う
、
ひ
ら
こ

う
、
地
域
へ
の
輪
」
。
こ
れ
は
、
公
民

館
を
中
心
に
、
更
に
地
域
の
交
流

を
進
め
よ
シ
と
い
ラ
も
の
で
す
。

　
両
会
場
共
、
手
作
り
の
作
品
展

や
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。
お

誘
い
｛
Ｂ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
下
表
▼
と
こ

ろ
・
問
い
合
わ
せ
・
…
宇
治
公
民

館
（
宇
治
里
尻
7
1
・
豊
四
2
8
0

4
）
・
小
倉
公
民
館
（
小
倉
町
寺

内
9
1
・
豊
⑩
4
6
8
7
）
へ
。

　
（
宇
治
公
民
館
・
小
倉
公
民
館
）

　えりかち？んは、愛想よし。笑

顔のとてもかわいい女の子です。

　この欄に掲載するお子さん（62

年３月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

宇治公民館まつり日程表

月日 時間 内　　　　　容

集い
3 /･６
　剛

午≫J10時
～午後3時

人形劇、ブラックベキル、コーラス、絵本の読み閃かせ､体操.
li謡、ヨーが．人極挙．rンス

展

;];

3／4
岱

午iJl時

－午it 4時 絵画、版画、水墨画,拓本、園芸、tD紙iI人形、手芸、アート
フラワー、短,歌、文学．学習発表

〈実技コーナー〉
5日…版画製作、栓iiiS作、和紙ii人形
４～6日…拓本．水墨画
６日午後i時…m芸実技指導

3／5
出

午前10時
～午i(4時

3／6
㈲

午#110時
～午i獅半

摸

擬

店

○コーヒーとクッキー　lOOPJ（4-6日）
○抹茶と和菓子　　　200円(5日、午前ｎ時～午後3時）
○おにぎりとみそ汁　250円（6日、午liijll時～午後2時）
○ぜんざい　　　　　150円（6日．正午～午i*3時）○ポップコーン　　　50円（6日、午前11時～）

※前売り券は宇治公民館へ。当日券もあります。
1

1

1

1

1

ａ

お
知
ら
せ

　
市
職
員
の
募
集

　
○
保
母
・
：
昭
和
3
8
年
４
月
２
日

～
4
5
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
日

本
の
国
籍
を
有
し
、
保
ほ
資
格
を

有
す
る
女
子
。
若
干
名
。

　
○
土
木
技
手
・
：
昭
和
2
8
年
４
月

２
日
～
4
5
年
４
月
１
日
に
生
撒
れ
、

小倉公民館まつり日程表

H日 i.Jlai 内　　　　　容

集

い

3/12
山

午＼n時

～午後4時

〈人形劇〉7かぐやｌ｣、｢世界一周歌めぐ')｣,'ごんぎつね｣ご芙女と野獣｣

〈子供防火教;-E〉

3/13

(日)

午前lO時

　　~正午

〈パッチワーク教竃〉　定)! 20人、材料if 200円

〈作法教室〉　　　　'/2貝50人、材料費100円
〈ゆび人形づくり教室〉定貝30人(対象は幼稚園児以上),材料950円

〈水紋子枚宅〉　　　52貝20人、材料it 500円

午後1時

～午後2時

〈スライド〉「大池と岬の村」名樹が諮る小行の歴史

〈ジャズダンス〉

午後2時

ヽ午i*3時

〈ョーか教室〉　　　　　定員30人

〈中旧留学生たちと語ろう〉定員30人

腱

ボ

3/19

出

正午

ヽ午f*4時
パッチワーク、つまみ絵、mm.水彩m、水墨画

園ii, ≪f-句、学習記録、iS動,'i介など

3/20

(日)

午前10時

ヽ午後4時

3/21
冊

午Silo時
－午後3時

膜

擬

店

○カレーライス　　　250円(13日、午前11時半～午f*2時）

○水ii (･　　　　　200円(13.日,正午～午後2時）

○コーヒーとクッキー　lOO円il'巳,正乍ヽ午4I3時･加日､午前1叫-債3I≫･21日.午釣1叫ヽ≪2峙!

○お茶と和菓子　　　200円(20日、午前lO時～午後3時）

○ぜんぎい　　　　　150円(20日、午前10時半～午後3時）
○おにぎり　　　　　lOO円（20日、午前11時～午後3時）

○かやくごはん　　　250円(21日、午前11時半～午後2時）

○園芸科苗　　　　　50円-300円各腫(19日、正午～午後3時）

※前売券は、小ir公尺館へ。
※定Ｈのある教室などは、小tr公民館に直接電話または来館で申し込みください。

身
体
強
健
な
男
子
。
１
名
。

　
〈
第
１
次
試
験
〉
▼
と
き
・
：
３

月
1
0
日
俐
、
午
前
９
時
か
ら
▼
と

こ
ろ
・
：
市
職
員
会
館
▼
申
し
込
み

・
：
市
販
の
履
歴
書
（
３
月
高
校
卒

業
見
込
み
の
人
は
、
近
畿
高
等
学

校
統
一
用
紙
を
使
用
の
こ
と
）
に
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
最
近
６
ヵ

月
以
内
に
撮
影
の
写
真
を
は
り
、

申
込
書
を
添
え
て
職
員
課
へ
。
郵

送
で
の
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
。

実
施
要
項
と
申
込
書
は
職
員
課
に

あ
り
ま
す
▼
受
け
付
け
期
間
・
：
３

月
１
日
脚
～
８
日
脚
。

　
な
お
、
市
で
は
技
能
労
務
職
、
保

健
婦
・
看
護
婦
職
に
つ
い
て
は
、
国

際
化
社
公
一
の
中
で
外
国
籍
の
人
の

就
業
の
機
会
の
保
障
な
芦
か
ら
、

受
験
資
格
に
国
籍
要
件
を
設
け
な

い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
回
の
土

木
技
手
職
を
含
め
、
今
後
こ
れ
ら

の
職
種
に
つ
い
て
は
外
国
籍
の
人

も
受
験
す
る
こ
と
が
出
来
毒
ｙ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
員
課
）

　
保
育
所
臨
時
職
員

　
登
録
希
望
者
の
募
集

　
▼
職
種
・
・
・
保
母
、
用
務
、
調
理

の
い
ず
れ
か
▼
申
し
込
み
・
：
市
販

の
履
歴
書
に
必
要
事
項
（
保
母
資

格
の
あ
る
人
は
明
記
）
を
記
入
の

う
え
、
最
近
６
ヵ
月
以
内
の
写
真

を
は
っ
て
保
育
課
へ
。
（
保
育
課
）

　
国
民
年
金
の
口
座
振
替

　
振
替
日
が
毎
月
2
7
日
に

　
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
は
、
こ
れ
ま
で
３
ヵ

月
に
一
度
で
し
た
が
、
6
3
年
４
月

分
か
息
胃
振
替
制
を
実
施
し
ま

す
。
振
替
日
は
毎
月
2
7
日
（
指
定

納
付
期
限
）
で
す
。

　
新
た
に
口
座
振
替
を
希
望
の
人

は
、
納
付
書
と
預
金
通
帳
、
印
鑑
を

持
参
の
上
、
金
融
機
関
の
窓
口
へ

　
（
３
月
2
0
日
ま
で
に
申
し
込
め
ば

４
月
分
か
ら
振
替
に
な
り
ま
ず
）
。

　
な
お
、
口
座
振
替
以
外
で
納
付

の
人
も
、
毎
月
2
7
日
（
指
定
納
期

限
）
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
社
会
保
険
相
談
所

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
１
１
一
日
倒
―
小
倉

公
民
館
、
３
月
2
5
日
ｉ
=
広
野
公

民
館
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
―

時
～
４
時
▼
内
容
…
年
金
や
健
康

保
険
の
仕
組
み
。
（
保
険
年
金
課
）

　
記
念
日
と
生
活
講
座

　
▼
と
き
・
：
３
月
２
日
困
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
広
野
公

民
館
▼
テ
ー
了
・
「
消
防
の
日
（
３

月
７
日
）
に
よ
せ
て
」
上
只
都
（
宇

治
を
含
む
）
火
消
し
の
話
～
▼
講

師
・
：
京
都
市
歴
史
資
料
館
・
宇
野

日
出
生
さ
ん
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
・
：
当
日
、
広
野
公
民
館
（
昔

⑥
7
4
5
0
）
へ
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
市
内
発
掘
調
査
報
告
会

　
▼
と
き
…
３
月
1
2
日
出
、
午
後

２
時
～
４
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化

会
館
・
小
ホ
ー
ル
▼
テ
ー
マ
…
宇

治
の
古
墳
を
考
え
る
▼
内
容
・
：
Ｏ

ス
ラ
イ
ド
発
表
＝
『
瓦
塚
古
墳
の

調
査
か
ら
』
「
二
子
塚
古
墳
と
そ
の

周
辺
」
、
教
育
委
員
会
職
員
○
記
念

講
演
＝
「
古
墳
と
大
王
の
時
代
」
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
・
白
石

太
一
郎
さ
ん
▼
入
場
無
料
（
資
料

代
二
百
円
）
▼
問
い
合
わ
せ
…
社

会
教
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

中央公民館

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
宇
治
市
少
年
少
女

　
合
唱
団
団
員
募
集

　
▼
応
募
資
格
・
：
市
内
在
住
で
、

４
月
に
４
年
生
と
な
る
児
童
▼
活

動
・
：
毎
週
土
曜
日
午
後
の
定
期
練

習
、
発
表
会
へ
の
参
加
、
’
夏
季
合

宿
な
ど
▼
募
集
人
数
…
3
0
人
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
３
月
５
日

出
、
正
午
ま
で
に
社
会
教
育
課
（
容

⑩
3
1
4
1
）
へ
直
接
。
電
話
・

郵
送
は
不
可
。
（
社
会
教
育
課
）

　
市
道
上
の
街
灯
の
管
理

　
昨
年
ｃ
＼
　
　
月
１
日
か
ら
町
内
に
替

わ
っ
て
市
が
維
持
管
理
し
て
い
ま

す
。
球
交
換
、
修
繕
な
ど
、
市
添
上

の
街
灯
に
関
す
る
こ
と
は
道
路
課

（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（
道
路
課
）

　
少
年
少
女

　
陸
上
競
技
教
室

　
▼
日
程
・
：
３
月
2
5
日
出
、
2
6
日

出
、
2
8
日
囲
、
2
9
日
㈹
、
3
0
日
困
、
3
1

日
出
、
４
月
１
日
出
、
２
日
出
、
の

８
日
間
ご
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半

～
Ｈ
時
4
5
分
▼
と
こ
ろ
・
・
太
陽
が

丘
▼
対
象
・
・
・
小
学
生
の
男
女
▼
定

員
…
1
2
0
人
▼
参
加
料
…
三
千
二
百

円
▼
申
し
込
み
・
問
い
＜
ａ
ｃ
＾
-
：

３
月
1
2
日
出
ま
で
に
必
着
で
、
往

復
は
が
き
に
教
室
名
・
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
性
別
・
現
在
の
学
年
・
電
話

　
▼
日
程
・
内
容
…
下
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
…
第
１
回
（
社
全
一
見

学
）
以
外
は
中
央
公
民
館
▼
対
象

・
：
市
内
在
住
の
小
学
校
４
年
生
～

中
学
校
３
年
生
ま
で
▼
定
員
・
：
2
5

人
（
先
着
順
）
▼
講
師
・
：
社
会
教

育
課
職
員
▼
参
加
費
・
：
三
百
円

（
材
料
費
、
博
物
館
入
館
料
）
▼
持

ち
物
・
：
筆
記
具
▼
申
し
込
み
・
問

い
ｄ
Ｏ
Ｏ
ｔ
)
…
３
月
２
日
困
か
ら
中

央
公
民
館
（
豊
⑩
1
4
1
1
）
へ

電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

番
号
を
明
記
し
て
山
城
総
合
運
動

公
園
管
理
事
務
所
（
〒

6
1
1
広
野
町

八
軒
屋
―
・
豊
⑩
1
3
1
3
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
広
野
中
学
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
夜
問
使
用
の
登
録

　
▼
利
用
期
間
・
・
・
４
月
１
日
～
Ｈ

月
3
0
日
た
だ
し
、
1
0
月
1
0
日
か
ら

2
0
日
ま
で
は
使
用
不
可
（
時
間
は

午
後
６
時
半
～
９
時
半
）
▼
照
度

・
：
平
均
1
5
0
ル
ク
ス
▼
対
象
・
：
市
内

在
住
・
在
学
・
在
勤
者
の
団
体
▼
使

用
料
・
：
3
0
分
に
つ
き
千
円
▼
登
録

受
け
付
け
・
・
・
３
月
１
日
～
3
1
日
ま

で
に
広
野
中
学
校
体
育
施
設
開
放

運
営
委
員
会
（
広
野
中
学
校
内
）
へ

登
録
を
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
広
野
中

学
校
（
容
㈲
3
8
6
6
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
1
3
日
間
、
午
前

８
時
半
京
阪
宇
治
駅
前
集
合
（
雨

天
の
場
合
は
３
月
2
0
日
間
）
▼
コ

ー
ス
・
・
・
京
阪
宇
治
駅
↓
坂
本
駅
―

日
吉
大
社
ｉ
根
本
中
堂
↓
青
山
禅

院
‘
修
学
院
（
解
散
）
の
約
1
5
J
▼

準
備
品
・
：
昼
食
、
雨
具
、
水
筒
、
交

通
費
は
各
自
負
担
。

　
　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
展
示

　
春
の
訪
れ
と
共
に
、
生
き
物
が

冬
眠
か
ら
目
覚
め
ま
す
。
そ
れ
ら

の
中
か
ら
、
特
に
「
か
え
る
」
と

　
「
へ
び
」
を
取
り
あ
げ
、
「
か
え

る
ピ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
、
み
ピ
ョ
コ
ピ

ョ
コ
」
と
題
し
て
、
読
み
物
や
絵

本
な
ど
楽
し
い
本
を
い
っ
ぱ
い
準
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備
し
ま
し
た
。
期
間
は
、
４
月
2
8

日
廊
ま
で
。
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
　
（
中
央
図
書
館
）

　
季
節
の
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
：
３
月
1
3
日
面
、
午
後

１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
府
立
城

南
勤
労
者
福
祉
会
館
（
ａ
㈲
0
6

8
8
）
▼
申
し
込
み
…
材
料
費
（
千

二
百
円
）
を
添
え
て
1
0
日
出
ま
で

に
直
接
来
館
で
。
（
交
通
労
政
課
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
３
日
出
・
1
7
日

俐
の
午
後
６
時
半
～
８
時
半
ｙ
と

こ
ろ
…
府
立
城
南
勤
労
者
福
祉
会

館
（
豊
⑩
0
6
8
8
）
▼
定
員
・
：

2
0
人
▼
申
し
込
み
…
当
日
、
受
講

料
（
二
百
円
）
を
添
え
て
直
接
来

館
で
。
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
職
業
訓
練
講
座

　
パ
ソ
コ
ン
・
商
業
簿
記
・
宅
地

建
物
取
引
主
任
者
受
験
・
和
裁
の

各
講
座
を
４
月
に
開
講
。
詳
し
ぐ

は
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
容
⑩
0
7
8
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
城
南
衛
生
管
理
組
合

　
職
員
採
用
試
験

　
▼
と
き
・
：
３
月
1
3
日
間
、
午
前

1
0
時
よ
り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
沢
第
２
清

掃
工
場
大
会
議
室
▼
職
種
・
・
・
清
掃

一
般
業
務
職
員
。
若
干
名
▼
申
し

込
み
…
３
月
５
日
出
ま
で
に
郵
送

で
。
詳
し
く
は
、
城
南
衛
生
管
理

組
合
（
a
0
7
1
命
ｙ
１
７
１
）

へ
。
　
。
（
城
南
衛
生
管
理
組
合
）
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福祉のお知らせ

　福祉課(電話⑩3i4i)

　社会福祉協議会(豊容5550)

　
児
童
手
当
の
申
請

　
３
月
3
1
日
ま
で
に

　
6
3
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
小
学

校
入
学
前
の
児
童
を
含
む
1
8
歳
禾

満
の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し
て

い
る
人
で
、
所
得
が
一
定
の
要
件

夕
昌
た
す
場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
新
た
に
対
象
と
な
る
人
は
、
保

護
者
の
銀
行
口
座
番
号
を
控
え
、

印
鑑
を
持
参
の
上
、
３
月
3
1
日
ま

で
に
福
祉
課
へ
。

　
な
お
、
現
在
受
給
中
の
人
は
、
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
児
単
于
当
に
つ
い
て
、
詳
し
ぐ

は
福
祉
課
へ
。
　
　
（
福
祉
課
）

　
身
障
者
相
談
員
が
決
定

　
▼
大
石
美
智
子
さ
ん
（
伊
勢
田

町
井
尻
6
9
－
1
4
・
ａ
㈲
7
4
5
0
）
。

　
悩
み
ご
と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
個
人
の
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
寝
た
き
り
老
人
介
護
者
教
室

　
▼
と
き
・
：
３
月
1
3
日
闇
、
午
後

１
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野

公
民
館
▼
内
容
・
・
・
家
庭
で
出
来
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
介
護
の

仕
方
▼
講
師
…
京
都
大
学
医
療
技

術
短
期
大
学
理
学
療
法
科
助
手
・

高
塩
純
一
さ
ん
▼
対
象
・
・
・
寝
た
き

り
老
人
を
抱
え
る
家
族
な
ど
▼
申

し
込
み
…
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
在
宅
障
害
者

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
（
盲
人
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
講
習
会
〉

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
1
3
日
㈲
、
午
後

１
時
半
１
４
時
▼
と
こ
ろ
…
総
合

福
祉
会
館
▼
定
員
…
3
0
人
▼
受
講

料
…
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
社
会
福

祉
協
議
会
へ
。
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
《
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
1
2
日
出
、
午
後

１
時
半
～
４
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
京

。
都
文
幹
垣
期
大
学
ｙ
内
容
…
ピ
″

ツ
ア
パ
イ
▼
指
導
・
：
京
都
文
教
短

期
大
学
教
授
・
飯
塚
久
子
さ
ん
▼

対
象
・
：
聴
誉
諧
障
害
者
▼
費
用

・
：
五
百
円
ｙ
持
ち
物
…
エ
プ
ロ
ン

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
３

月
７
日
側
ま
で
に
襲
逗
祉
協
議

会
（
ミ
ニ
Ｆ
Ａ
Ｘ
⑩
0
8
5
7
）

へ
。
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
宇
治
福
祉
園
（
療
育
）

　
入
園
児
の
募
集

　
市
で
は
、
心
４
障
害
児
の
母
子

通
園
に
よ
る
療
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。
6
3
年
度
第
Ｉ
ク
ー
ル
（
４
月

か
ら
９
月
ま
で
）
の
入
園
申
し
込

み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
▼
対
象
児
単
：
障
害
を
有
し
母

子
通
囚
が
可
能
な
２
歳
以
上
の
就

学
前
の
児
童
▼
申
し
込
み
・
：
３
月

1
2
日
山
ま
で
に
福
祉
課
（
Ｓ
⑩
3

1
4
1
）
へ
。
　
　
（
福
祉
課
）

市
・
府
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に
　
三
月
十
五
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
税
課
（
電
話
2
2
3
1
4
1
）

第３回第７回小倉　公民館まつり

春のこども教室　はにわづく
り

小
倉
町
南
浦

　
大
田
え
り
か
ち
や
ん

　
　
　
S
6
2
・
２
・
７
①

　
　
　
　
―



第802号

　　　献血

●11日(市保健医療セン･ター=

10時～正午、

　13時～15時半).

18日(日本ジフィー食品

　(株)

=

10時~正午。三和研磨工業(株)=13

　時半-15時半)、24日(上羽商事(株)南支

　店=

10時～正午、東目川町内会・東目川第

　２町内会共催、宇治病院=

13時半～15時半

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り

●毎週月曜日(宇治保健所一午前９時～10時

　半)。

　　　相談あんない

●青少年相談(15日、市民会館13時～16時)。

●登記相談(８日、総合福祉会館13時半～15

　時半)。

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）

宇　i台　rfJ 正（　だ　よ　り

●京都府交通事故相談( 2 日、16日、京都府

　'宇治地方振興局a@2049, 9時～16時)。

● ● ･ ● ● ● ● ● ● ● ● ･ Ｉ ● ● ･ ･ ･ ･ ● ● ● ● ● ･ Ｓ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

～ － ． ⌒ ， ゝ 　 〃 Ｚ

1988年（昭和63年）３月１日発行（4)

　
昭
和
六
十
三
年
度
の
宇
治
市
消

費
牛
居
モ
ニ
タ
ー
を
募
男
皇
子
。

　
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
活
動
は
、
消

費
者
開
題
の
学
習
、
小
売
物
価
な

ど
の
調
査
、
工
場
な
ど
の
施
設
見

▲他市との情報交換も

学
で
す
。
学
習
会
な
ど
の
会
合
は
、

月
に
一
回
程
度
開
き
ま
す
。

　
消
費
生
活
に
関
心
が
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
応
募
資
格
・
：
市
内
在
住
の
2
0

　
歳
よ

　
前
に
公
的
機
関
の
消
費
生
活
モ
ニ

　
タ
ー
や
こ
れ
に
類
す
る
経
験
の
な

　
い
人
）
。
市
内
の
市
場
や
小
売
店
、

　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
″
卜
で
日
常
の

　
買
い
物
を
し
て
い
る
人
▼
募
集
人

　
数
・
・
・
2
5
人
▼
謝
礼
…
年
額
七
千
円

　
（
昭
和
6
2
年
度
）
▼
申
し
込
み
…
は

・
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
生

　
年
月
ａ
も
）
、
電
話
番
号
、
職
業

　
を
明
記
し
、
３
月
７
日
㈲
ま
で
に

　
商
工
観
光
課
（
〒
6
1
1
宇
治
市
宇
治

　
六
指
3
3
・
き
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
電
話
で
の
申
し
込
み
も
、
受
け
付

　
け
ま
す
。
　
　
（
商
工
観
光
課
）

意
欲
の
あ
る
人
求
む

商工観光

課電話2

2314

1

828

社会福祉協議会の法律（定貝10人）・年

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、ｉ

行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談ミ

の日程は, 62年度版「市民カレンダーと：
手びき」に掲載．ご利用ください．

　このほか、市政相談と一般生活相談はＩ

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委員会で八

　日曜日を除く毎日受け付け．家庭児童相ｌ

ｌ談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

　会館3階の家庭児童相談室（a⑩8698) :

｜で。　　　　　　　　　　　i

1.........................................................................ｊ

消費者生活モニター　応募は3月7

日まで

　
保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
3
月
分
）

３月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

移
動
図
書
館

し尿収集の届け出を

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141） し尿城南衛生管理組合電話075－631－5171｝
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